
別紙２  

住民活動ワークショップ実施及びロードマップ作成業務委託に係る公募型プロポーザル 

○評価基準  

審査項目  配点  

○企画提案に関する項目   

  業務の目的に対する方針や目標を明確に定めた企画提案であ

るか。  
① １０  

実施スケジュールや人員配置など、事業の実効性はあるか。  ② １０  

ワークショップ及びロードマップ作成において地域住民の意識

が醸成されるような内容となっているか。 
③ １０  

協議会のビジョンに向けた課題の整理、施策を検討するための

ワークショップとなっているか。 
④ 15 

ワークショップ参加者が峡東地域世界農業遺産への理解が深

められる内容であり、多種多様な関係性を構築し、課題を共有

するコミュニティの構築又は育成する方策が提案されている

か。 

⑤ 15 

ワークショップの成果が適切にロードマップに反映されるような

提案となっているか。 
⑥ 15 

ロードマップの内容が、課題、ビジョン、施策等、峡東地域世界

農業遺産の保全・活用に必要な構成となっているか。 
⑦ 15 

○提案価格に関する項目  
 

  
適切に計上され、費用対効果が見込める提案となっているか。  ⑧ ５  

○事業者に関する項目  
 

  ワークショップへのファシリテーター配置など、事業を適切に実

施できる体制を有しているか。  
⑨ ５  

合計  １００  

○各委員（５名）の審査項目ごとの評価点を加算した点数を当該項目の評価得点と

する。  

○各委員の合計点数５００点のうち合計点数が３５０点以上で最も評価得点の高い者

１者を受託候補者として選定するものとし、該当者が２者以上あったときは、審査項

目⑦の評価得点が高い者を受託候補者として選定する。  

○委員の各審査項目の評価方法は次のとおり  

・極めて良好 配点×１．０ ・やや不十分     配点×０．４ 

・良好    配点×０．８ ・不十分       配点×０．２ 

・普通    配点×０．６ ・提案なし、評価不能 配点×０ 

 


